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今後のHPCI計画推進のあり方に関する検討WGについて本検討委員会の概要
○趣旨

スーパーコンピュータ「京」の次を担うポスト「京」については、⼤規模な研究開発プロジェクトであり、そこから⾼いインパクトのある成果を
創出することが期待される。スーパーコンピュータで解決できる問題は、基礎科学から産業利⽤まで幅広いものであるが、ポスト「京」におい
ては、国家基幹技術として国家的に解決を⽬指す社会的・科学的課題に優先的に取り組むべきである。
こうした状況を踏まえ、ポスト「京」で重点的に取り組む社会的・科学的課題や課題解決による早期の成果創出に向けた研究開発体
制等を検討するため、ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題についての検討委員会を設置。

○検討経緯
●第１回（平成26年4⽉4⽇） ●第３回（平成26年6⽉19⽇）
検討委員会の設置について ポスト「京」の計算資源配分の考え⽅
ポスト「京」プロジェクトについて ポスト「京」の社会的・科学的課題
将来のHPCIシステムのあり⽅の調査研究（アプリ分野）からの報告 ●第４回（平成26年7⽉24⽇）
関係府省庁における計算科学技術に対するニーズについて ポスト「京」の社会的・科学的課題の取りまとめ案

●第２回（平成26年5⽉30⽇） ●第５回（平成26年8⽉20⽇）
ポスト「京」の社会的・科学的課題の考え⽅ 報告書取りまとめ
アプリケーションの研究開発体制について

安⻄ 祐⼀郎（⽇本学術振興会理事⻑） 関⼝ 和⼀ （⽇本経済新聞社論説委員兼産業部編集委員）
内⼭⽥ ⽵志（スーパーコンピューティング技術産業応⽤協議会運営委員⻑ 瀧澤 美奈⼦（科学ジャーナリスト）

トヨタ⾃動⾞代表取締役会⻑） ⼟屋 裕弘 （⽥辺三菱製薬代表取締役会⻑）
⼤隅 典⼦ （東北⼤学⼤学院医学系研究科教授） ○⼟居 範久 （慶應義塾⼤学名誉教授）

◎⼩宮⼭ 宏 （三菱総合研究所理事⻑） ⼟井 美和⼦（独⽴⾏政法⼈情報通信研究機構監事）
城⼭ 英明 （東京⼤学公共政策⼤学院院⻑） 林 春男 （京都⼤学防災研究所巨⼤災害研究センター教授）
住 明正 （国⽴環境研究所理事⻑） 平尾 公彦 （理化学研究所計算科学研究機構⻑）

（◎：主査、○：主査代理）（合計13名）（50⾳順）

○検討委員会メンバー
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ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題についての検討委員会 報告書（⽬次）
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はじめに

第１章 プロジェクト概要
ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発

（本プロジェクト）の⽬的、本プロジェクトの事業内容や全体推進スケジュールについて記載。

第２章 ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題
委員会での議論や委員からの御意⾒を踏まえまとめたポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・

科学的課題（重点課題）の選定の基本的な考え⽅、重点課題に求められる要件（選定⽅針）、
選定した重点課題について記載。

第３章 ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・
研究開発の進め⽅

委員会での議論や委員からの御意⾒を踏まえまとめた本プロジェクトの推進体制、成果の早期創
出及び最⼤化に向けた取組（コデザインの進め⽅）、重点課題実施機関の公募の進め⽅について
記載。

第４章 ポスト「京」の計算資源配分
委員会での議論や委員からの御意⾒を踏まえまとめたポスト「京」の計算資源配分の基本的な考え

⽅、計算資源配分の⾻⼦について記載。

おわりに
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プロジェクト概要（第1章）

H26 H27 H28（年度）

【プロジェクト推進スケジュール】
調査研究・準備研究フェーズ

（H26〜H27年度）
本格実施フェーズ
（H28年度〜）

⽴上げ準備
（H26年度）

▲代表機関公募

• 課題決定
• 開発体制
⾻⼦決定

• 実施計画策定
• 開発着⼿ • 開発推進

【プロジェクトの⽬的・狙い】
国家的に解決を⽬指す、ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題を予め選定し、
• これら課題の解決に資するアプリケーションの開発や課題に関する研究開発の推進に必要な
体制を構築するとともに，

• これらのアプリケーションとポスト「京」のシステムアーキテクチャ、システムソフトウェア等を協調的に
設計開発（コデザイン）し，更には，これらのアプリケーションを利活⽤して⾏う重点課題に
関する研究開発に対し，ポスト「京」の計算資源を重点的に配分する，

ことを通じて、戦略的にポスト「京」を活⽤し、世界を先導する成果の早期創出を図るとともに、
ポスト「京」システム全体として成果を最⼤化し、国際競争⼒のあるシステムを実現することを狙いと
する。



ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題の選定⽅針（第2章）

ポスト「京」で重点的に取り組む社会的・科学的課題は、以下の３つの基準に基づいて選定。
なお、本基準は、プロジェクトの基本的な考え⽅に係るものであり、重点課題選定時のみならず、
プロジェクト実施の段階においても尊重すべきもの。

（１）社会的・国家的⾒地から⾼い意義があるか。【必要性の観点】
① 我が国を取り巻く社会的・科学的課題の解決に貢献できること。
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（２）世界を先導する成果の創出が期待できるか。【有効性の観点】
① 科学的なブレークスルーや我が国の産業・経済への波及効果が期待されること。
② 成果創出に向けて、計算科学者や理論科学者に加え、計算機科学者、応⽤数学者、
社会科学者、実験・観測科学者、産業界や⾃治体等の関係者などが連携・協調した開発体制
を構築できる⾒通しがあること。

（３）ポスト「京」の戦略的な活⽤が期待できる課題か。【戦略的活⽤の観点】
① ポスト「京」によりはじめて可能となる超⼤規模計算・データ解析であること。
② 俯瞰的にみてポスト「京」の⼗分な活⽤が期待できること。
③ ポスト「京」の利⽤による投資効果が明確であること。

カテゴリ 重点課題

健康⻑寿社会の実現 ① ⽣体分⼦システムの機能制御による⾰新的創薬基盤の構築
超⾼速分⼦シミュレーションを実現し、副作⽤因⼦を含む多数の⽣体分⼦について、機能阻害ばかりでなく、機能
制御までをも達成することにより、有効性が⾼く、さらに安全な創薬を実現する。

② 個別化・予防医療を⽀援する統合計算⽣命科学
健康・医療ビッグデータの⼤規模解析とそれらを⽤いて得られる最適なモデルによる⽣体シミュレーション（⼼臓、脳
神経など）により、個々⼈に適した医療、健康寿命を延ばす予防をめざした医療を⽀援する。

防災・環境問題 ③ 地震・津波による複合災害の統合的予測システムの構築
内閣府・⾃治体等の防災システムに実装しうる、⼤規模計算を使った地震・津波による災害・被害シミュレーション
の解析⼿法を開発し、過去の被害経験からでは予測困難な複合災害のための統合的予測⼿法を構築する。

④ 観測ビッグデータを活⽤した気象と地球環境の予測の⾼度化
観測ビッグデータを組み⼊れたモデル計算で、局地的豪⾬や⻯巻、台⾵等を⾼精度に予測し、また、⼈間活動によ
る環境変化の影響を予測し監視するシステムの基盤を構築する。環境政策や防災、健康対策へ貢献する。

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題（第2章）（1/3）
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１．重点課題（９課題）
「京」からの発展として世界を先導する成果の創出が期待でき、選定⽅針に沿う課題。重点
課題の中からターゲットアプリケーションを選定の上、コデザイン及び性能⽬標の明確化に活⽤する。
公募による代表機関決定後、代表機関により実施計画を策定し、平成27年度からアプリケーショ
ン開発に着⼿する。



カテゴリ 重点課題

エネルギー問題 ⑤ エネルギーの⾼効率な創出、変換・貯蔵、利⽤の新規基盤技術の開発
複雑な現実複合系の分⼦レベルでの全系シミュレーションを⾏い、⾼効率なエネルギーの創出、変換・貯蔵、利⽤
の全過程を実験と連携して解明し、エネルギー問題解決のための新規基盤技術を開発する。

⑥ ⾰新的クリーンエネルギーシステムの実⽤化
エネルギーシステムの中核をなす複雑な物理現象を第⼀原理解析により、詳細に予測・解明し、超⾼効率・低環
境負荷な⾰新的クリーンエネルギーシステムの実⽤化を⼤幅に加速する。

産業競争⼒の強化 ⑦ 次世代の産業を⽀える新機能デバイス・⾼性能材料の創成
国際競争⼒の⾼いエレクトロニクス技術や構造材料、機能化学品等の開発を、⼤規模超並列計算と計測・実験
からのデータやビッグデータ解析との連携によって加速し、次世代の産業を⽀えるデバイス・材料を創成する。

⑧ 近未来型ものづくりを先導する⾰新的設計・製造プロセスの開発
製品コンセプトを初期段階で定量評価し最適化する⾰新的設計⼿法、コストを最⼩化する⾰新的製造プロセス、
およびそれらの核となる超⾼速統合シミュレーションを研究開発し、付加価値の⾼いものづくりを実現する。

基礎科学の発展 ⑨ 宇宙の基本法則と進化の解明
素粒⼦から宇宙までの異なるスケールにまたがる現象の超精密計算を実現し、⼤型実験・観測のデータと組み合わ
せて、多くの謎が残されている素粒⼦・原⼦核・宇宙物理学全体にわたる物質創成史を解明する。

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題（第2章）（2/3）
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１．重点課題（９課題）（つづき）

萌芽的課題

将来性を考慮し、
今後、実現化を
検討する課題

⑩ 基礎科学のフロンティア － 極限への挑戦
極限を探究する基礎科学のフロンティアで、実験・観測や「京」を⽤いた個別計算科学の成果にもかかわらず答の出
ていない難問に、ポスト「京」のみがなし得る新しい科学の共創と学際連携で挑み、解決を⽬指す。

⑪ 複数の社会経済現象の相互作⽤のモデル構築とその応⽤研究
複雑且つ急速に変化する現代社会で⽣じる様々な問題に政策・施策が俊敏に対応するために、交通や経済など
社会活動の個々の要素が互いに影響し合う効果を取り⼊れて把握・分析・予測するシステムを研究開発する。

⑫ 太陽系外惑星（第⼆の地球）の誕⽣と太陽系内惑星環境変動の解明
宇宙、地球・惑星、気象、分⼦化学分野の計算科学と宇宙観測・実験が連携する学際的な取り組みにより、観
測・実験と直接⽐較可能な⼤規模計算を実現し、地球型惑星の起源、太陽系環境、星間分⼦化学を探究する。

⑬ 思考を実現する神経回路機構の解明と⼈⼯知能への応⽤
⾰新技術による脳科学の⼤量のデータを融合した⼤規模多階層モデルを構築し、ポスト「京」での⼤規模シミュレー
ションにより⼈間の精神活動を脳の物理的実体にねざして再現し、⼈⼯知能への応⽤をはかる。

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題（第2章）（3/3）
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２．萌芽的課題（４課題）
ポスト「京」で新たに取り組むチャレンジングな課題として、今後、調査研究を通じて実現化を
検討する。調査研究終了後に、ポスト「京」における研究開発実施について決定する。



ポスト「京」重点課題に関するアプリケーション開発・研究開発推進体制のポイント（第3章）
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【プロジェクト全体推進体制】
ポスト「京」を活⽤し、世界を先導する成果の創出を⽬指すという戦略性が求められるとともに，アプリケー
ションとシステムアーキテクチャ、システムソフトウェア等を協調的に設計開発するコデザインが求められることも
踏まえ、全体的な観点からプロジェクトを定常的かつ強⼒にフォローアップする全体推進機関を設置。

【各重点課題に関するアプリケーション開発・研究開発推進体制】
本プロジェクトは、HPCI戦略プログラムの後継プロジェクトに位置付けられるため、HPCI戦略プログラムの
現状と課題等も踏まえ、各重点課題の推進体制として、以下の要件を満⾜する推進体制を構築。

１．社会的・科学的課題の解決に貢献し、世界を先導する成果を創出できること。
• アプリケーション開発、アプリケーションの利活⽤による成果創出、成果の社会還元に責任を持つ代表機関が必要。
• 成果創出のため、分野を越えた計算科学者、理論科学者、応⽤数学者、実験・観測科学者、他プロジェクト、
社会科学者、産業界や⾃治体等、関係者が連携・協調した実施体制（代表機関＋分担機関）が必要。

２．ポスト「京」を最⼤限に活⽤できること。
• ポスト 「京」 とアプリケーシ ョンの相乗効果を最⼤限に発揮し、成果を早期に創出するためには、
ポスト「京」開発主体の積極的な関与が必要。

• 課題横断的に必要となる基盤技術の効果的な整備のため、ポスト「京」開発主体を中⼼とした取組が必要。

なお、ポスト「京」を中核とした計算科学インフラを幅広い領域に適⽤し、計算科学技術を活⽤する裾野を拡⼤していくためには、
トップダウンにより選定した重点課題への取組だけではなく、HPCI戦略プログラムにおける活動を踏まえ、分野コミュニティによる、
萌芽的・基礎的研究の効果的な実施、研究機関及び企業における研究⼈材・利活⽤⼈材の育成、先端アプリケーションの継続的
な維持・発展、利活⽤促進等も重要。

ポスト「京」重点課題に関するアプリケーション開発・研究開発推進体制のイメージ（第3章）

重点課題① 重点課題② 重点課題○

AICS責任者① AICS責任者②

代表機関①

分担機関
（計算科学）
（理論）

（実験・観測）
（産業界） 等

実施機関

コデザイン要求・
評価

実装

代表機関②

分担機関
（計算科学）
（理論）

（実験・観測）
（産業界） 等

実施機関

コデザイン要求・
評価

実装

分野コミュニティ

参画 参画

アプリ開発、成果創出、社会還元に責任を
持つ取りまとめ機関（公募）

計算科学者を中⼼に、
・理論・応⽤数学者の協⼒の下、新アルゴリ
ズム開発やアプリへの実装
・⼤型実験施設等の利⽤者や研究ＰＪ等と
連携した実証実験
・成果の社会還元を⾒据えた社会科学者や
産業界・⾃治体等との連携

等が実施できる分野を越えた関係者が結集し
た体制

ポスト「京」開発主体が、コデザインに責任を
持つべく、実施体制に参画するとともに、重点
課題間の連携や共通基盤技術の整備を担う

コミュニティへの展開
計算科学技術を活⽤する裾野を拡⼤していく
ため、分野コミュニティによる以下の取組を推進。
• 萌芽的・基礎的研究の効果的な実施
• 研究⼈材・利活⽤⼈材の育成
• 先端アプリの維持・発展、利活⽤促進 等

・・・

参画

ポスト「京」開発主体(理研AICS)：コデザインでのシステム開発、共通基盤研究

※理研AICS：理化学研究所計算科学研究機構
※実施機関には理研AICSも含み得る。 9

全体推進機関（委員会等）全体的な観点からプロジェクトを定常的かつ
強⼒にフォローアップし、プロジェクトの進捗状
況の把握・評価・改善提⾔・指導等を⾏う



成果の早期創出及び最⼤化に向けた取組（第3章）

【コデザインの実施】
 ポスト「京」は、多くの社会的・科学的課題の解決に貢献できるシステムであることが必要。
 その実現に向け、ポスト「京」開発主体と重点課題の実施機関との間で、システムアーキ
テクチャ、システムソフトウェア等とアプリケ-ションを協調的に設計開発（コデザイン）
することで、幅広いアプリケーションを⾼速かつ効率的に実⾏可能なシステムアーキテク
チャ、システムソフトウェア等を開発するとともに、これらの性能を最⼤限に引き出すアプリ
ケーションの開発を通じて、成果の早期創出及び最⼤化を⽬指す。

【ターゲットアプリケーションの選定】
 戦略的かつ効率的にコデザインを進めるため、重点課題に関するアプリケーションの中か
らコデザインのターゲットとするターゲットアプリケーションを絞り込むことが必要。

 重点課題ごとにひとつのターゲットアプリケーションを選定。全ターゲットアプリケーション
群は計算科学的⼿法を網羅することが必要。

10

公募について（検討中）（第3章）

【スケジュール】
 平成26年秋頃 ：公募期間
 平成26年秋〜冬頃 ：公募に係る審査、代表機関等の決定、事業開始

【公募の内容】
各重点課題に関するアプリケーション開発・研究開発について、以下の提案を募集
 代表機関としての全体提案
 分担機関としての部分提案

【公募に係る審査】
審査により、代表機関を決定するとともに、サブ課題及び推進体制の⼤枠、部分提案への
対応を決定。

11



ポスト「京」の計算資源配分について（第4章）

「京」での実績・経験、委員会でのご意⾒、HPCIコンソーシアム提⾔等を踏まえ、ポスト「京」の計算資
源配分は以下のとおりとする。

⑤調整
高度化枠
(10%程度)

②一般利用枠、分野振興枠
(30-40%程度)

①重点課題枠
(計30-40%程度)

④政策
対応枠

(10%程度)

①重点課題枠
重点課題に対し、⽂部科学省が配分内容を決定（⾮公募）。

②⼀般利⽤枠、分野振興枠
⼀般利⽤枠は、幅広い研究課題が対象（公募）。分野振興枠は、分野コミュニティに対し、
⽂部科学省が配分内容を決定（⾮公募）。

③産業利⽤枠
産業界による⾃社および企業コミュニティの研究課題が対象（公募）。

④政策対応枠
政策的、重要かつ緊急な課題の実施（課題が設定されれば、他の利⽤枠より優先的に
実施）（⾮公募）。

⑤調整⾼度化枠
ポスト「京」の安定運転のためのシステム調整、ユーザ利⽤⽀援のための研究開発、幅広い
ユーザの利⽤に資する⾼度化研究を実施。

（計100%）

③産業
利用枠

(10%程度)

12



サ
ブ
課
題

C
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
有
効
利
用

高
効
率
触
媒
の
理
論
設
計
・
開
発
や
効
率
的
な
物
質
の
分
離
技
術
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
工
業
プ
ロ
セ
ス
を
革
新
す
る
。
特
に
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

の
分
離
・
精
製
、
二
酸
化
炭
素
の
効
率
的
な
捕
集
・
変
換
系
を
設
計
・
開
発
す
る
。

⑤
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
な
創
出
、変
換
・貯
蔵
、利
用
の
新
規
基
盤
技
術
の
開
発

経
験
に
頼
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
複
合
材
料
の
開
発
で
は
革
新
的
新
材
料
は
生

み
出
せ
な
い
。
物
理
と
化
学
の
基
礎
方
程
式
か
ら
出
発
し
た
大
規
模
計
算
に
基
づ

く
計
算
科
学
的
な
設
計
・
制
御
が
必
要
。

「
京
」
で
は
、
部
分
系
、
モ
デ
ル
系
に
対
す
る
計
算
に
止
ま
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
に
は
複
合
物
質
の
全
系
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須
。
ま
た
、
工
業
的
に
使
用

さ
れ
る
条
件
や
実
験
条
件
下
で
の
多
数
の
統
計
量
に
基
づ
い
た
解
析
も
重
要
。

こ
れ
ら
の
計
算
を
実
施
す
る
に
は
、
「
京
」
で
1
0
~5
0
年
は
か
か
る
と
考
え
ら
れ
、
ポ

ス
ト
「
京
」
の
使
用
が
不
可
欠
。

ポ
ス
ト
「
京
」
利
用
の
必
要
性

必
要
な
計
算
資
源

（
実
行
効
率
を

1E
FL

O
PS
の

15
%
程
度
と
仮
定
）

内
容
の
詳
細

・
変
換
効
率
の
高
い
太
陽
電
池
を
安
価
な
元
素
や
有
機
系
で
実
現
し
、
実
用
化
を
促
進
、
ま
た
人
工
光
合
成
系
の
確
立
に
よ
り
新
規
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
確
保
す
る
。

・
安
価
で
高
速
充
電
、
高
容
量
の
二
次
電
池
や
高
効
率
の
燃
料
電
池
の
開
発
を
可
能
と
す
る
。

・
白
金
な
ど
の
貴
金
属
を
使
用
し
な
い
高
機
能
触
媒
の
開
発
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
物
質
生
産
の
革
新
を
達
成
す
る
。

・
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
生
成
・
分
解
過
程
の
解
明
に
よ
り
、
メ
タ
ン
の
効
率
的
な
分
離
、
精
製
方
法
、
安
全
な
貯
蔵
技
術
を
確
立
す
る
。

・
二
酸
化
炭
素
を
低
コ
ス
ト
で
捕
集
・
変
換
す
る
技
術
を
開
発
し
、
地
球
規
模
で
の
二
酸
化
炭
素
抑
制
、
化
石
燃
料
の
有
効
利
用
に
貢
献
す
る
。

期
待
さ
れ
る
成
果
・
波
及
効
果

サ
ブ
課
題

A 
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
創
出
・
確
保

光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
過
程
の
電
子
論
を
解
明
し
、

新
し
い
有
機
系
太
陽
電
池
や
高
性
能
人
工
光
合
成
系
を
設

計
・
開
発
す
る
。

A
C

S
か
ら
許
可
：
H

. I
m

ah
or

i a
nd

 T
. U

m
ey

am
a,

J.
 P

hy
s.

 C
he

m
. C

, 1
13

, 9
02

9–
90

39
(2

00
9)

 

サ
ブ
課
題

B
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・
貯
蔵

電
池
内
で
起
こ
る
全
過
程
を
物
質
構
造
と
直
接
相
関
さ
せ

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
開
発
し
、
低
コ
ス
ト
の
汎
用
元
素
を
用
い
た

二
次
電
池
や
燃
料
電
池
開
発
の
基
盤
技
術
を
確
立
す
る
。

概
要
・
意
義
・
必
要
性

（
１
）
必
要
性
の
観
点
新
規
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
、
効
率
的
な
変
換
、
貯
蔵
、
利
用
技
術
の
開
発
は
我
が
国
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
既
存
の
多
数
の
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
や
発
展
途
上
国
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
な
ど
へ
の
国
際
貢
献
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
．

（
２
）
有
効
性
の
観
点
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
、
変
換
・
貯
蔵
、
利
用
に
関
す
る
複
雑
な
現
実
系
の
全
系
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
開
発
は
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
盤
技
術
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
繋
が
る
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
実
験
・
企
業
研
究
者
や
計
算
機
科
学
者
と
の
強
力
な
研
究
体
制
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

（
３
）
戦
略
的
活
用
の
観
点
複
雑
な
要
素
が
相
互
に
相
関
す
る
複
合
系
の
微
視
的
挙
動
を
対
象
と
し
た
大
規
模
、
長
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ポ
ス
ト
「
京
」

を
駆
使
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
小
規
模
系
な
ど
へ
の
適
用
で
産
業
へ
の
展
開
が
可
能
、
大
き
な
波
及
効
果
と
な
る
。

ポ
ス
ト
「
京
」
で
占
有
日
数
は
、
最
低
で
も
8
0
日
程
度
必
要
。

フ
ラ
ー
レ
ン
太
陽
電
池

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
分
解

2
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（
１
）
必
要
性

次
世
代
の
産
業
を
支
え
る
先
端
電
子
デ
バ
イ
ス
や
高
機
能
物
質
・
材
料
の
開
発
と
機
能
創
出
を
図
る
。
新
機
能
を
持
つ
電

子
デ
バ
イ
ス
、
高
性
能
な
永
久
磁
石
、
信
頼
性
の
高
い
構
造
材
料
、
次
世
代
の
機
能
性
化
学
品
等
が
主
な
研
究
対
象
。

（
２
）
有
効
性

元
素
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
最
先
端
大
型
実
験
施
設
と
連
携
し
て
基
礎
研
究
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
図
り
、
産
業
界
と
共
に

国
際
競
争
の
激
し
い
新
デ
バ
イ
ス
・
新
材
料
の
研
究
開
発
を
加
速
。

（
３
）
戦
略
的
活
用

ポ
ス
ト
「
京
」
で
初
め
て
実
現
さ
れ
る
精
密
、
大
規
模
、
長
時
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
系
統
的
探
索
に
よ
り
、
新
デ
バ
イ
ス
・

新
材
料
開
発
を
革
新
。

概
要
・
意
義
・
必
要
性

内
容
の
詳
細

ポ
ス
ト
「
京
」
利
用
の
必
要
性

期
待
さ
れ
る
成
果
・
波
及
効
果

必
要
な
計
算
資
源

（
実
行
効
率
を

1E
FL

O
PS
の

15
%
程
度
と
仮
定
）

⑦
次
世
代
の
産
業
を
支
え
る
新
機
能
デ
バ
イス
・高
性
能
材
料
の
創
成

•
多
様
な
ナ
ノ
構
造
デ
バ
イ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
、
強
相
関
系
新
奇
物
質
の
高
精
度
物

性
予
測
と
物
質
探
索
、
複
雑
な
界
面
や
凝
集
構
造
、
不
均
一
性
を
考
慮
し
た
材

料
特
性
の
予
測
と
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
提
案
が
可
能
に
。

•
物
質
・
材
料
の
性
質
の
予
測
だ
け
で
な
く
、
ほ
し
い
物
性
を
実
現
す
る
た
め
の
物

質
設
計
も
加
速
。

•
最
先
端
大
型
実
験
施
設
で
得
ら
れ
る
膨
大
な
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
と
有
効
利
用
。

•
新
し
い
半
導
体
材
料
、
超
伝
導
材
料
、
磁
性
材
料
、
構
造
材
料
、
機
能
性
化
学

品
、
ナ
ノ
構
造
デ
バ
イ
ス
等
に
お
い
て
、
日
本
の
産
業
競
争
力
を
一
層
強
化
し
、

社
会
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
の
、
高
機
能
物
質
・
材
料
創
成
技
術
が
確
立
。

•
物
質
科
学
の
深
化
と
自
然
観
の
革
新
を
通
し
て
基
礎
科
学
に
貢
献
。

計
画
さ
れ
て
い
る
全
て
の
計
算
を
実
行
す
る
と
、
ポ
ス
ト
「
京
」
で
の
占
有
日

数
は
、
最
低
で
も

80
日
程
度
は
必
要
。
量
子
ダ
イ
ナ
ミ
カ
ル
計
算
、
複
雑
な

強
相
関
物
質
の
設
計
な
ど
さ
ら
に
高
度
な
計
算
を
行
う
と
最
大

40
0日
程
度

必
要
。
（
京
で
は
、

10
〜

50
年
分
に
相
当
）

「
京
」
で
は
理
想
的
な
ナ
ノ
構
造
や
高
温
超
伝
導
体
の
大
規
模
計
算
が
行

わ
れ
、
電
子
状
態
や
物
理
現
象
の
解
明
・
理
解
が
進
展
。
ポ
ス
ト
「
京
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
不
可
能
だ
っ
た
複
雑
界
面
や
不
均
一
系
の
精
密
、
大
規
模
、
長

時
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
多
数
の
化
学
組
成
、
多
様
な
条
件
下
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
実
験
だ
け
で
は
困
難
な
物
性
解
明
や
系
統
的

な
材
料
探
索
、
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
。

鉄
鋼
材
料
組
織

半
導
体

ナ
ノ
構
造 磁
石
材
料

サ
ブ
課
題
Ａ
新
機
能
電
子
デ
バ
イ
ス

微
細
加
工
限
界
の
ナ
ノ
構
造
半
導
体
デ
バ
イ
ス
や
新
奇
超
伝
導
材

料
、
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
デ
バ
イ
ス
な
ど
、
新
原
理
に
よ
り
新
機
能
を

提
供
す
る
電
子
デ
バ
イ
ス
と
電
子
デ
バ
イ
ス
材
料
の
開
発

サ
ブ
課
題
Ｂ
高
性
能
永
久
磁
石
・
磁
性
材
料

電
子
論
に
基
づ
く
磁
石
機
能
の
解
明
と
希
少
金
属
を
代
替
す
る
高
性

能
永
久
磁
石
、
軟
磁
性
材
料
の
開
発

サ
ブ
課
題
Ｃ
高
信
頼
性
構
造
材
料

材
料
特
性
と
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
関
係
に
着
目
し
た
構
造
材
料
の
強
靭

化
の
設
計
・
制
御
と
新
材
料
開
発

サ
ブ
課
題
Ｄ
次
世
代
機
能
性
化
学
品

凝
集
系
の
構
造
や
電
子
状
態
の
解
明
に
基
づ
く
次
世
代
機
能
性
化

学
品
の
分
子
設
計

2
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概
要
・
意
義
・
必
要
性

ポ
ス
ト
「
京
」
利
用
の
必
要
性

期
待
さ
れ
る
成
果
・
波
及
効
果

必
要
な
計
算
資
源

（
実
行
効
率
を

1E
FL

O
PS
の

15
%
程
度
と
仮
定
）

⑩
基
礎
科
学
の
フロ
ンテ
ィア

－
極
限
へ
の
挑
戦

（
３
）
戦
略
的
活
用
の
観
点
「
京
」
の
成
果
で
整
備
さ
れ
た
個
別
ア
プ
リ
を
、
複
合
・
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
問
題
に
活
用
し
ポ
ス
ト
「
京
」
の
み
で
可
能
な
成
果
へ
。

・
各
自
然
科
学
分
野
、
計
算
科
学
課
題
が
活
性
化
し
、
実
験
・
観
測
と
個
別
計
算
科
学
分
野
の
協
調
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
の
解
決
が
学
際
連
携
で
飛
躍
的
に
進
む
。

・
ポ
ス
ト
「
京
」
に
よ
り
初
め
て
可
能
と
な
る
計
算
科
学
的
な
共
通
手
法
が
生
ま
れ
る
。

・
人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
や
複
合
課
題
の
探
究
、
実
験
不
可
能
な
極
限
条
件
や
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
事
象
を
扱
う
、
学
際
的
な
新
し
い
学
問
分
野
が
創
出
さ
れ
る
。

・
最
先
端
大
型
実
験
施
設
や
観
測
で
得
ら
れ
る
膨
大
な
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
法
が
確
立
す
る
。

・
10
年
、

20
年
後
を
見
据
え
た
科
学
の
成
果
が
創
出
さ
れ
、
個
別
計
算
科
学
で
は
解
決
困
難
な
産
業
応
用
や
社
会
的
課
題
も
、
将
来
の
解
決
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

計
画
さ
れ
て
い
る
全
て
の
計
算
を
実
行
す
る
と
、

ポ
ス
ト
「
京
」
で
の
占
有
日
数
は
、
最
低
で
も

70
日

程
度
は
必
要
。
高
度
な
計
算
、
大
規
模
計
算
を
行

う
と
最
大

14
0日
程
度
必
要
。
（
京
で
は
、

10
〜

50
年
分
に
相
当
）

極
端
条
件
、
複
雑
な
要
素
の
絡
み
合
う
問
題
、

不
安
定
に
近
い
非
線
形
問
題
は
個
別
分
野
で

「
京
」
利
用
の
大
き
な
成
果
を
生
み
、
高
効
率
ア

プ
リ
も
開
発
さ
れ
た
。
未
解
決
に
残
さ
れ
た
異
な

る
階
層
を
つ
な
ぐ
問
題
は
人
類
的
課
題
に
も
直

結
し
、
ポ
ス
ト
「
京
」
で
よ
う
や
く
可
能
に
な
る
大

規
模
な
計
算
を
要
す
る
問
題
が
多
数
存
在
す
る
。

ま
た
分
野
を
超
え
る
共
通
の
方
法
論
開
発
に
は
、

多
数
の
試
行
錯
誤
を
伴
う
大
規
模
検
証
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
有
効
性
が
検
証
で
き
る
。

素
核
・
宇
宙
科
学

も
の
づ
く
り

地
球
環
境
科
学

物
質
科
学

（
１
）
必
要
性
の
観
点
極
限
を
探
究
す
る
基
礎
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
、
実
験
・
観
測
や
「
京
」
を
用
い
た
個
別
計
算
科
学
の
大
き
な
成
果
に
も
か
か
わ

ら
ず
答
の
出
て
い
な
い
難
問
に
大
規
模
数
値
計
算
を
軸
と
し
た
学
際
連
携
で
挑
み
、
ポ
ス
ト
「
京
」
の
み
が
な
し
得
る
新
し
い
科
学
の
共
創
で
解
決
。

（
２
）
有
効
性
の
観
点
材
料
の
破
壊
や
大
気
・
海
洋
の
変
動
、
観
測
困
難
な
極
限
物
性
な
ど
、
極
限
を
探
究
す
る
科
学
は
、
「
京
」
等
を
使
っ
た
大
規
模
計

算
に
よ
り
、
各
分
野
で
大
き
く
進
展
し
た
。
こ
の
個
別
理
解
を
基
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
学
際
連
携
を
促
し
、
分
野
の
壁
を
越
え
た
普
遍
的
な
課
題
や
境

界
領
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
機
が
熟
し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
に
よ
り
、
基
礎
科
学
の
進
展
と
人
類
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
。

3
0

A：
破
壊
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
：
材
料
、
人
工
物
か
ら
地
球
ま
で

・
ナ
ノ
素
子
か
ら
構
造
材
料
、
人
工
物
の
機
能
喪
失
、
地
震
・
地
滑
り
ま
で
、
破
壊
現
象
は
対
象
と
プ
ロ
セ
ス

及
び
環
境
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
ミ
ク
ロ
か
ら
超
マ
ク
ロ
ま
で
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
で
の
非
線
形
性
、

多
階
層
の
理
解
を
要
す
る
。
「
京
」
等
で
進
ん
だ
個
別
現
象
の
理
解
か
ら
階
層
を
繋
ぐ
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
へ
。

B：
相
転
移
と
流
体
が
織
り
成
す
大
変
動
：
ナ
ノ
バ
ブ
ル
か
ら
火
山
噴
火
ま
で

・
竜
巻
、
台
風
、
噴
火
の
発
生
発
達
機
構
、
産
業
機
器
中
の
気
液
固
混
相
流
の
解
明
に
つ
な
が
る
、
相
変

化
が
生
み
出
す
時
空
構
造
の
基
礎
科
学
を
個
別
手
法
成
果
の
発
展
か
ら
創
出
し
、
制
御
手
法
を
開
拓
。

C：
極
限
環
境
で
の
状
態
変
化
：物
質
の
理
解
か
ら
惑
星
深
部
へ

・
惑
星
深
部
、
宇
宙
空
間
な
ど
、
実
験
で
実
現
で
き
な
い
極
限
環
境
に
お
け
る
物
質
の
状
態
変
化
を
探
究

し
、
大
型
実
験
施
設
等
の
実
験
解
析
を
支
え
、
人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
に
貢
献
。

D：
量
子
力
学
の
基
礎
と
情
報
：
計
算
限
界
へ
の
挑
戦

・
「
京
」
ま
で
に
大
き
な
成
果
の
出
た
量
子
多
体
問
題
解
法
の
継
承
発
展
で
、
ポ
ス
ト
「
京
」計
算
機
で
可
能

な
計
算
処
理
量
と
精
度
の
限
界
に
挑
戦
し
、
量
子
計
算
、
量
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
量
子
暗
号
の
基
礎
を
構
築
。


